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私の病歴

•肥満

•慢性蕁麻疹

•アレルギー性鼻炎

•慢性副鼻腔炎

•掌蹠膿疱症

•うつ病



“自分の身体は自分で守る”



この国の医療の現状は？



医療の現状

現在の医療費：47.3兆円（2023年度）

介護費：11.5兆円（2023年度）

国の税収：78.4兆円（2024年度）

（2024年度）

防衛予算：8.9兆円

教育関連予算：5.5兆円

農林水産関連予算：2.3兆円



病気が増え続けているという現実
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病気が増え続けているという現実
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米国 日本

人口 ３．４３億人 １．２４億人

がん死者数 ６０万人 ３９万人

がん死亡率
（１０万人対）

１７５ ３１５

がん死亡率は１.８倍の差

米国のがん死亡率は１９９１年以降
３３％低下している
日本は７５％増加

2023年



著明に増加している







•抗酸化／抗炎症／抗血栓

•解毒

•自律神経・免疫機能の向上

•ミトコンドリアの活性化

 （エネルギー代謝の回復）

後遺症プログラムの目的



コンディショニング

プラーナエナジー

ヨガ

栄養相談



プログラムで使用しているもの

•水素吸入：活性酸素除去

•鼻うがい（上咽頭洗浄）：自律神経調整

•足湯（アロマオイル、玉川温泉：ホルミシス効果）

•漢方茶：デトックス効果

•バイオレゾナンス音源：リラックス効果

•マナウェーブ/マナバランス：体内電流調整

•素粒水：体内水分子の調整

•ナノミストサウナ、岩盤浴、おがくず風呂など



鼻うがいプラス

Mgによる除菌作用、抗炎症作用生理食塩水



そもそもの免疫が低下している

ベースに栄養不足がある



“人間の身体の可能性”

条件がそろえば、自分の身体を一定に保つことができる



恒常性

自律神経系

免疫

ホルモン

身体を一定に保つ



身体機能を上げるには？

•栄養

•加温

•睡眠

•ストレスの除去

•腸を整える

•適度な運動



“栄養について”



普段の食生活で気をつけていることは？



分子整合栄養医学（分子栄養学）

オーソモレキュラー医学



検体検査の種類

•血液検査

•尿検査

•便検査

•毛髪検査

•唾液検査 など

組み合わせれば、

さらに身体の状態が

よく分かる





基準値？理想値？

初診時 基準値 理想値

総蛋白 6.9 6.5～8.2 7.0以上

尿素窒素 8 8～20 15～23

フェリチン 9.8 5～157 80～160

ヘモグロビン 11.6 11.2～15.2 13～16

総コレステロール 151 130～220 170～300

ビタミンD 22 30以上 40～70

正常 異常



尿検査

FANCL

パーソナルワン

検査10項目

ユカシカド

ビタノート

検査19項目



毛髪検査

２９種類のミネラルに関して
体内のバランス（吸収・排泄）を
チェック可能

ら・べるびぃ予防医学研究所
https://www.lbv.jp/



検体検査で分かること

栄養素の過不足が数値で見えてくる

食事の見直し 一時的なサプリメントの利用



栄養素の役割

栄養素 胃腸での消化・吸収 体の維持

抗ストレス・解毒

余計なところに使っている

うまく消化・吸収できていない

栄養が足りていない



農薬、化学肥料、大気・水質汚染、

CO2濃度、品種改良など様々な

原因で野菜果物の栄養価は低下

してきている

土壌微生物の減少
⇓

土壌のビタミン・ミネラルの欠乏



栄養状態を整えるために

必要なものを足す

不要なものを引く



栄養素の役割

栄養素 胃腸での消化・吸収 体の維持

抗ストレス・解毒

余計なところに使っている

うまく消化・吸収できていない

栄養が足りていない



周囲はストレスだらけ

放射性物質

薬・ワクチン

電磁波

大気汚染 食品添加物

遺伝子組み換え

精神的ストレス

農薬マイクロプラスチック

大量の活性酸素 栄養素の浪費



私たちは間接的に様々な化学物質（医薬品、PFAS、農薬、マイクロプラスチックなど）を摂取している





混ぜるな危険

薬・ワクチン

食品添加物

農薬

マイクロプラスチック

洗剤

化学肥料



健康を維持するために

必要なものを足す

不要なものを引く



ビタミンとミネラル

一緒に働くことが多い



補酵素



日本内分泌学会と骨代謝学会による

ビタミンD欠乏の基準

VD不足 20－30 ng/ml

VD欠乏 ＜20 ng/ml



ビタミンⅮ

•骨と歯の発育促進

•免疫機能の調整

•卵子・精子の形成、着床、妊娠経過への影響

•細胞の分化と成長の調整

•血糖コントロール

•精神・自律神経の安定

栄養学的摂取推奨量
50～100μg：2000～4000IU



日本人はビタミンD不足！？
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日本人はビタミンD不足！？
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５０～１００μg

90％以上はビタミンD不足

マグネシウムがないと働かない



ビタミン 活性型 必要なミネラル

B1 TPP マグネシウム

B2 FMN・FAD 亜鉛・マグネシウム

ナイアシン（B3） NAD+ マグネシウム

パントテン酸（B5） CoA マグネシウム

B6 PLP 亜鉛

葉酸（B9） 5-MTHF マグネシウム

ビタミンD 1.25（OH）D3 マグネシウム

ビタミンA レチノイン酸 亜鉛



マグネシウム経皮吸収

マグネシウム塩 マグネシウムオイル マグネシウムクリーム



ビタミンを働かせるためには

ミネラルが必要



身体が酸性に傾くとどうなるか？

人間の体は弱アルカリ性（pH 7.35-7.45）

元に戻す必要がある

酸性に傾く



簡単な健康度チェックをしてみよう！！



中性 アルカリ性酸性

理想値pH7.4



酸性体質の弊害

•免疫力低下

•慢性的な疲労感

•栄養素の吸収不全

•生活習慣病

•がんの有病率の増加



推奨摂取量（/日）

クエン酸 5～15ｇ

重曹 1～3ｇ

クエン酸・重曹の推奨摂取量

クエン酸を摂取する場合は食後、食事中に

胃腸が弱い方は何回かに分けて摂取してください

歯を傷めることがあるのでストローの使用、摂取後のうがい等を推奨



必ず食用の重曹を買ってください



腸活
（良くない食べ物）

•小麦 牛乳 砂糖 食品添加物 アルコール カフェイン

酸化しやすい油（サラダ油、キャノーラ油、紅花油など）

（良い食べ物）

•発酵食品（味噌 漬物 納豆など）

•食物繊維（不溶性：便の量を増やす 腸を動かす）②

  （水溶性：ネバネバしたもの 腸内細菌のえさ）①

• オリゴ糖：豆類 玉ねぎ ニンニク ごぼう バナナ、蜂蜜など

• クエン酸：梅干し レモン、スダチなどの柑橘

•酢酸：お酢

説明はしますが本人ができる範囲で



ファスティング

•腸内環境の改善

•体内酵素の活性化

•免疫力の向上

•むくみの改善

•新陳代謝の亢進

（ミトコンドリアの活性化）

•オートファジー

（自食作用）



朝日新聞より

老化を抑える

細胞を浄化

病原体の排除

発ガンを抑える

飢餓状態に対応



栄養と心は表裏一体



栄養素の役割

栄養素 胃腸での消化・吸収 体の維持

抗ストレス・解毒

余計なところに使っている

うまく消化・吸収できていない

栄養が足りていない



栄養素の無駄遣い

心を平穏に保つことが大切



神経伝達物質のバランス

アセチルコリン



神経伝達物質と補酵素

たくさんのビタミン、

ミネラルが関与している



アーシング

体内電気 体外電気

体内にプラスの電気がたまる
（万病のもと）

プラスの電気が抜ける
マイナスの電気をもらう

血管
ミトコンドリア
腸
擦れ合うもの全て

パソコン
テレビ
スマートフォン
コンセントなど

電磁波

ガルバニック
電流



実例







交感神経優位

大量の活性酸素

炎症の持続

副腎疲労＝慢性疲労症候群

身体的・精神的

（ステロイドホルモン）



“心の持ち方で栄養は保たれる”



“身近なところに健康のヒントがある”



ご清聴ありがとうございました
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